
 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポストコロナ時代の 

地方議会のあり方を考える 

～ リスク回避と議会機能維持の両立をどう図るか ～ 
 

 

2020 年 11 月より順次オンライン配信開始！ 全３回 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

詳細・参加（視聴）お申込み・お問い合わせ 
 

E-mail：tks@noma.or.jp 
TEL：03-3403-1891 
URL：https://www.noma.or.jp 
 

Zoom によるオンライン研究会です。下記要領でお申込みください。 

【お申込方法】 

①上記 URL にアクセス → ②「セミナー/講座」を選択 → ③「NOMA 公開セミナー 行政管理講座検索画面」を選択 → 

④フリーワード欄に “地方議会のあり方” を入力して検索 → ⑤ページ内でお申込み 

QRコードから直接お申込みできます 

対 象 

主 催 

参加料
象 

地方議会議員および議会事務局職員の方 

全３回参加（視聴）  本会会員：@ 25,000- ／ 一般：@ 30,000-  税別 

各回１回参加（視聴）  本会会員：@  9,000- ／ 一般：@ 11,000-  税別 

 
代理参加 
ＯＫ 

 



 

第１回配信 （90分） 

  

 

「 」 

法政大学副学長・常務理事  廣瀬克哉 氏 
 

・地方議会の BCPの課題と方法 
・コロナ禍が地方議会に突きつけたもの 
・コロナ禍が開いた地方議会の新しい展開の可能性 など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回配信 （90分） 

 

 

「ノンストップ！取手市議会のオンライン」 
      ～講義と映像によるバーチャル現地視察型の先進事例研究～ 

取手市議会事務局次長 岩﨑弘宜 氏 

 

 

 

 

 

 

第３回配信 （90分） 

 

 
 

「～議会を止めるな！～ 今なすべきこととポストコロナ時代の議会運営」 
 

進行：高沖秀宣 自治体議会研究所代表 

出演：学識経験者／廣瀬克哉 法政大学副学長 常務理事 

議会関係者／林 晴信 （兵庫県）西脇市議会議員 

内田一夫 (元)全国都道府県議会議長会事務局次長 

岩﨑弘宜 取手市議会事務局次長 
 
※第 1回目・2回目の内容を踏まえながら、高沖秀宣氏のコーディネートにより、
議員、・事務局・学識経験者の立場から深堀りします。 

 

基調講義 

取手市議会では、議員と議会事務局職員が一体となって議会改革に取り組んでいます。議会に関する視察訪

問は年間２０団体を超え、コロナ禍の昨今ではオンラインによる視察受け入れを行っています。 

今回はそのご担当者より、議会現場の映像とともに改革の最新動向をご紹介いたします。案内役の岩﨑氏

は、各種研修会や若手市議会議員の会における講師、中高校生とのシティズンシップ関連コーディネーター

も務められています。 

取手市議会（茨城県）の取り組み 

事例研究 

新春トークセッション まとめ・質疑応答 

1958年奈良県生まれ。1987年東京大学大学院法学政治学研究科博士課程単位取得退学。法学博士。法政

大学法学部助教授、ロンドン大学政治経済学院客員研究員を経て 1995年より教授。2012年から 2014年

まで法政大学法学部長。2014年 4月より法政大学常務理事。2017年 4月より法政大学副学長・常務理

事。専攻は、行政学、自治体学。法政大学法学部で行政学、大学院公共政策研究科で自治体議会論、政策

研究等を担当。自治体議会改革フォーラム呼びかけ人代表。日本地方自治学会理事、日本公共政策学会理

事、議員力検定協会共同代表。 

＜主な著書・論文＞「自治体議会改革の固有性と普遍性」法政大学出版局 2018年 

「議員力のススメ」ぎょうせい 2010年 

「議会改革白書」2009年版〜2016年版（編著）生活社 2009年〜2016年 


